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常食摂取下の健常男性64名， WHO分類 I-ll で無投薬下の本態性高血圧患者男性48名を対象とし，
一親等に高血圧家族歴を有する者と 四親等内に無い者に分類更に若年 (24-39才; 47名) ，中年
(40ー55才; 43名) 老年 (56才以上; 22名)と三群に分類した。各々早朝安静臥位で採血， 血築は
ケイ酸カラム分画精製後， 特-200C で保存。 6-keto-PGF 1α の測定は， pH 3.5で
異抗体を用いたRIAで測定した o PGI2 の他の代謝物とのうた叉反応、は 13 ， 14-dihydro-6 , 15-diketo-
0.5%以下であった。回収率は75から 80%の
範囲であり，測定内，及び測定間変動係数は夫々 9.8% ， 1 1. 8%であった。健常男性64例の 6-ketoｭ
PGF1α平均値は13.9 ::t: 2.0pg/ml (mean:t SE) ，高血圧患者では15.5土 2.2pg/mlで、あり，両群聞に
有意差はなかった。アスピリン 1 日 4g内服中の若年健常男性群では， 3.4:t: 0.4pg/mlであり，他の
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年齢群間で比較すると，若年の家族歴の無い群では高血圧患者群は増加傾向 (pく 0.1) にあったが，




する者は PGI2 産生が低く PGI2 産生ならびに血圧への調節反応は遺伝的因子の影響をうけていると
考えられる。また老年者群は家族歴の無い群で，正血圧及び高血圧患者群ともに若年者群にくらべて，

























的因子の影響をうけており ， PGI2 ，の産生低下が 本態性高血圧症の一成因となる可能性を示唆して
いる。
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